
第５・６学年 体育科学習指導案 

指導者 学級担任 谷本 祥太 
     

１ 日  時  令和６年６月 27日（木） ５校時（14：00～14：45） 
２ 場  所  体育館 
３ 単 元 名  全校で楽しめる運動を考えよう（体つくり運動領域 体ほぐしの運動） 
４ 授業づくりに関する考え方 
 (1) 子どもの実態と教材の特性 

 

子 

ど 

も 

の 

実 
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〇 本校では、体育の授業を５・６年複式で行っ
ており、協力して、楽しく活動ができている。
児童は全体的に真面目で、意欲的に活動に取り
組むことができる。積極的に挙手をする姿も多
く見られるようになった。しかし、発言する児
童は偏りがあり、個人の意見を全体に伝えるこ
とを苦手としている。グループ活動等を通し
て、積極的に仲間と交流する機会を増やしてい
くことが必要と考える。 

◯ 新体力テスト、水泳等の様子から、運動能力
の面においての差は大きいものの、各自が自分
の力を伸ばそうとする姿が多く見られている。       
（知識及び技能） 

◯ 一人一人やチームがより活躍できるように、
対話を重ねながらルールや場の工夫をしたり、
伝え合ったりする経験はまだ少ないが、課題に
応じて話合いや練習を重ねることで、できるよ
うになる喜びを感じてきている子どももいる。 

（思考力、判断力、表現力等） 
◯ 運動に対して苦手意識を持っている子ども

もいるが、どの活動でも意欲的に取り組んでい
る。運動を重ねることで、より運動に親しもう
とする姿勢も見られるようになってきた。しか
し、「する・みる・支える・知る」の視点では、
運動を多様に楽しむところまでには至ってい
ない。  （学びに向かう力、人間性等） 

教 

材 

の 

特 
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体ほぐしの運動は、体を動かす楽しさや心

地よさを味わうことができ、運動の得意、不

得意に関わらず、どの子どもも取り組みやす

い運動である。また、運動をすると心が軽く

なったり、体の力を抜いてリラックスできた

りするなど、運動を通して心と体との関係に

気付くことができる。運動を通して自他の心

と体の違いを理解し、仲間のよさを認め合い、

仲間の心と体の状態に配慮しながら豊かに関

わり合う楽しさや大切さを体験することがで

きる単元である。 

今回扱う「全校で楽しめる運動を考えよう」

は、仲間とつながりながら試行錯誤し、楽し

い運動を考えていくことができる教材であ

る。運動にアレンジを加えやすい分、グルー

プの仲間と対話しながら運動を考えていくこ

とができるであろう。また、ルールを工夫し

たり、運動の難易度を変えたりすることで、

自分のペースで運動することができ、運動が

苦手な子も積極的に運動に取り組むことがで

きるであろう。子どもたちが自らの手で新た

な運動を開発し、体を動かす楽しさや心地よ

さを味わうことができる教材である。 

 (3) 単元計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 (2) 単元構想 
  ア 単元目標 

○ 体ほぐしの運動の行い方を理解するとともに、手軽な運動を行い、心と体の関係に気付いたり、仲間
と関わり合ったりすることができるようにする。                 （知識及び運動） 

  ○ 自己の体の状態に応じて、体ほぐしの運動の行い方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができるようにする。              （思考力、判断力、表現力等） 
   ○ 体ほぐし運動に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、仲間の考えや取組を認めた

り、場や用具の安全に気を配ったりすることができるようにする。   （学びに向かう力、人間性等） 
  イ 本単元で身に付けさせたい力の系統表 

 低学年 
〈体ほぐしの運動遊び〉 

中学年 
〈体ほぐしの運動〉 

高学年 
〈体ほぐしの運動〉 

知
識
及
び
技
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◯ 手軽な運動遊びの行い方が分か

り、心と体の変化に気付いたりみ

んなで関わったりすることができ

る。 

◯ 手軽な運動を行い、心と体の変

化に気付いたり、みんなで関わり

合ったりすることができる。 

◯ 手軽な運動や律動的な運動を

行い、心と体の関係に気付いた

り、仲間と関わり合ったりするこ

とができる。 

思
考
力
劣
判
断
力
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◯ 体を動かすと気持ちがよいこと

に気付き、友達と協力したり助け

合ったりするなど、楽しく運動す

る行い方を選ぶことができる。 

◯ 体を動かすことによる気持ち

の変化に気付き、友達と協力した

り助け合ったりするなど、より楽

しく運動する行い方を選ぶこと

ができる。 

◯ 自分や仲間の心や体の状態、体

力に応じて運動の行い方を工夫

するとともに、自分や仲間の考え

たことを他者に伝えることがで

きる。 
学
び
に
向
か
う
力
劣
人
間
性
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◯ 運動遊びに進んで取り組み、き

まりを守り仲よく運動をしたり、

場の安全に気を付けたりすること

ができる。 

◯ 運動に進んで取り組み、きまり

を守り仲よく運動をしたり、友達

の考えを認めたり、場や用具の安

全に気を付けたりすることがで

きる。 

◯ 運動に積極的に取り組み、約束

を守り助け合って運動をしたり、

仲間の考えや取組を認めたり、場

や用具の安全に気を配ったりす

ることができる。 

  ウ 本単元を通して育てたい子ども像（ゴールイメージ）及び教師の願い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 研究の視点及び手立て                                      イ 評価規準 

「教材とつながる」 「仲間とつながる」 「自分とつながる」  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①  運動の得意不得意に関わらず

誰もが楽しいと感じる教材を開

発する。また、「する・みる・支

える・知る」の視点を明確にする

ことで、仲間との積極的なかかわ

りが生まれ、運動を多様に楽しむ

ことができるようにする。 

② 心と体の関係に目を向けて運動に取

り組むことができるようにするため

に、仲間と対話しながら課題に合った

運動を選ぶようにする。また、仲間に

対して励まし合う方法を話し合うこと

で、仲間の良さを認め合う雰囲気をつ

くることができるようにする。 

③ 子どもの素直な心の変化を引き出

すことができるようにするために、

振り返りを工夫して行う。また、子

どもが日常的に運動できるようにす

るために、体ほぐしの運動に取り組

む場を設ける。 

ア 体ほぐしの運動を行い、心と体の関

係に気付いたことを言ったり書いた

りしている。 

 

ア 自己の心と体の状態に応じ

て運動の課題や行い方を選ん

でいる。 

イ 体をほぐすために自己やグ

ループで考えた運動の行い方

を他者に伝えている。 

ア 体ほぐしの運動に積極的に取り組もうと

している。 

イ 約束を守り仲間と助け合おうとしている。 

ウ 仲間の気付きや考え、取組のよさを認めよ

うとしている。 

エ 場や用具、周囲の安全に気を配っている。 

ウ 単元における指導と評価の計画 

時 １ ２ ３（本時） ４ 

学

習

の

流

れ 

 
 
 
 
○ 手軽にでき、誰もが楽しいと感じる体ほぐし

の運動を実践する。        【視点①】 
○ 楽しく運動したときの自分の気持ちについて

考える。             【視点③】 

 
 
 
 
◯ より運動を楽しく、苦手な人でも楽しむこと

ができるような工夫点を考える。  【視点②】 
◯ 自分たちが考えた運動をしてみた後の仲間と

の関わり方について考える。    【視点②】 

 
 
 
 
◯ グループごとに、自分たちの考えた運動を発

表し合い、工夫した点について伝える。【視点①】 
○ 他のグループの運動をしてみた後での自分の

気持ちについて考える。      【視点③】 

 
 
 
◯ 活動してきたことを生かして、全校体育で運

動する。【視点③】 
☆ 児童会・学級活動と横断的に進めていくこと

で、見方・考え方を一層働かせ異学年との交流
につなげる。 

主
な
評
価 

知 ア（様態、ノート）    

思  ア（様態、ノート） イ（様態）  

態 エ（様態、ノート） ウ（様態、ノート） イ（様態、ノート） ア（様態） 

 

仲間とともに「体を動かす楽しさや心地よさ」を味わう愛顔あふれる子ども 
心と体の関係や仲間との関わりを意識して「体を動かす楽しさや心地よさ」を味わわせたい。また、

体ほぐしの運動を多様に楽しむことを通して、子どもの心に深く刻まれる学びとしたい。 

学年 

観点 

体ほぐしの運動にはどんな運動の行い方がある

のか知ろう。 
みんなが「楽しい」「もっとしたい」と思う運動

を考えよう。 
それぞれのグループの運動を他のグループに

も紹介してやってみよう。 
全校体育で体ほぐしの運動をやってみよう。 



５ 本時の指導（３／４） 

 (1) 目 標 

  ○ 体をほぐすために自己やグループで考えた運動の行い方を他者に伝えることができる。 

（思考・判断・表現） 

(2) 準備物 

  ○ 教 師 マーカーコーン、CDプレーヤー、CD、平均台、玉入れのかご、玉、新聞紙、ボール 

  ○ 子ども 体育ノート 
(3) 展 開 

学習活動 
 

○ 教師の働き掛けと子どもの意識の流れ 
 

□ 指導上の留意点 
■ 苦手な子ども・意欲的でない子ど

もへの支援・配慮 

◎ 評価規準（方法）【観点】 

１ 準備運動をす

る。 

 

 

 

 

２ 他のグループ

の運動をやって

みる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 音楽に合わせて運動をするこ

とで、リラックスして活動に取

り組むことができる雰囲気づく

りをする。 

 

□ ジグソー法を用いることで、
説明する機会の確保や、運動量
の確保をする。 

 

■ グループで対話をし、苦手な

子どもが取り組みやすい実施方

法を選択できるようにする。 

 

◎ 体をほぐすために自己やグ

ループで考えた運動の行い方

を他者に伝えている。（様態）

【思・判・表】 

 

 

□ ワークシートを使い、自由に

自分の気持ちを表現できるよう

にする。 

□ 自分の活動を振り返る場と発

表し合う場を設けることで、自

他を認め、次の活動へ意欲をつ

なげる。 

 

 

 (4) 本時の研究の視点 

  〇 運動能力差に関係なく、どの子どもも運動に前向きに取り組み、対話に必要感を感じながらグループの

中で自己を発揮することができているか。            【教材とつながる】【仲間とつながる】 

  〇 運動をした後での自分の心と体の状態を振り返り、楽しく運動をすることによる心と体の良好な関係に

ついて考えることができたか。                         【自分とつながる】 

準備運動をしよう 

・音楽に合わせてリラックスして動こう。 

・今日は○○を意識して動かしておこう。 

・みんなに楽しいと感じてもらえるといいな。 

・この動きについてはアドバイスをしよう。 

・他のグループの発表も楽しみだ。 

・運動をして体がリラックスできた気がする。 

・もっとやりたいな。 

・友達と動きを合わせるのも楽しいな。 

・他の班の運動は自分たちの運動とちがってい

て楽しかったな。 

 

他のグループの運動をやってみよう 

他のグループの運動について振り返ろう 

・時間があっという間に感じた。 

・もっと大人数でもやってみたい。 

・こんな運動もできるのではないか。 

・休み時間もやってみよう。 

グループごとに考えた運動を伝え、やってみよう 


